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GIFGIF構想の背景・経緯（１）構想の背景・経緯（１）

� 米国における学術情報流通拡大の
要望（カルコンにおける決定）
カルコンCULCON: US-Japan Conference on Cultural 
and Educational Interchange  1961~
＝日米文化教育交流会議

� 学術情報国際化への対応（国際ILL）

GIFGIF構想の背景・経緯（２）構想の背景・経緯（２）

¾¾ 1995.11995.1
第第1717回回CULCONCULCON合同会議合同会議

日米間学術情報流通拡大の重要性について合意。「情報ア日米間学術情報流通拡大の重要性について合意。「情報ア

クセスクセスWGWG」設置」設置

¾¾ 1997.51997.5
第第1818回回CULCONCULCON合同会議合同会議

WGWGからの「７項目の提言」採択。「ドキュメント・デリバリー・からの「７項目の提言」採択。「ドキュメント・デリバリー・

サービス（原報提供サービス）の改善」サービス（原報提供サービス）の改善」
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GIFGIF構想の背景・経緯（３）構想の背景・経緯（３）

¾¾2002.42002.4 本格運用開始（文献複写）本格運用開始（文献複写）

⇒⇒ 66月月 Global ILL Framework (GIF) ProjectGlobal ILL Framework (GIF) Project

¾¾2003.82003.8 現物貸借サービス開始現物貸借サービス開始

¾¾2003.112003.11 第第2121回カルコン合同会議回カルコン合同会議

米国側から謝意米国側から謝意

GIFGIF（（Global ILL FrameworkGlobal ILL Framework））
ネットワーク環境において資源共有の理念をネットワーク環境において資源共有の理念を

地球規模で実現しようという枠組み地球規模で実現しようという枠組み

⇒⇒ 国際的な図書館間相互協力（国際的な図書館間相互協力（Interlibrary Interlibrary 
Loan / Document Delivery : ILL/DDLoan / Document Delivery : ILL/DD）を実）を実
現する仕組み現する仕組み
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GIFGIFの３要素の３要素

① ISO ILLプロトコルに基づくILLシステム間
リンク

② NACSIS-ILLシステムによる依頼・受付
③ 料金決済システム

OCLC

料金決済システム（第三者機関）

GIF概念図

ISO ILLプロトコル
によるシステム間リンク

文献複写 ( Airmail / Ariel / EPICWIN )

現物貸借

日本 海外

KERIS, CALIS etc.

大学図書館等 大学図書館等

NII (NACSIS-ILL)
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GIFGIFの３要素の３要素
①① ISO ILLISO ILLプロトコルに基づくプロトコルに基づくILLILLシテムシテム
間リンク間リンク

国際標準のプロトコル（ISO ILLプロトコル）に
よる異なる書誌ユーティリティ間の相互接続
及びILLメッセージ交換

zOCLC ILLシステムとのリンク 2001.12
zリンク拡大予定

ISO ILLISO ILLプロトコルに基づくプロトコルに基づく
ILLILLシステム間リンクシステム間リンク

変換処理

ISOプロトコ
ルによるILL
レコードNACSIS-ILL

システム

OCLC-ILL
システム

バッチ処理と
して定期的に
実行



6

NII ILL システム間リンク
NACSIS-ILL 及び他の ILL システムとの

ISO ILL プロトコルによるシステム間リンク

ISO ILL 
プロトコル

OCLC

KERIS

他の書誌
ユーティリティ

図書館

図書館

図書館

図書館

図書館

図書館

図書館

図書館

BLDSC

N I I

Airmail / Ariel / EPICW IN

図書館

図書館ISO ILL 
プロトコル

ISO ILL 
プロトコル

GIFGIFの３要素の３要素
②②NACSISNACSIS--ILLILLシステムによる依頼・受付システムによる依頼・受付

NACSIS-ILLシステムを通して、海外の書誌
ユーティリティー加盟館との間で、文献複写

及び現物貸借の依頼・受付が可能
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GIFGIFの３要素の３要素

③③料金決済システム料金決済システム

z海外図書館との効率的な料金決済のしくみ
（e.g. ＯＣＬＣの場合：第三者機関）

z会計制度上の整備（国立大学：平成１４年４
月）

米国米国OCLCOCLCとのとのILLILLリンク（１）リンク（１）

• 本格運用開始 複写2002.4～ 貸借2003.8～

• 米国側対応機関
– Association of Research Libraries (ARL) 研究
図書館協会

– North American Coordinating Council on 
Japanese Library Resources (NCC) 北米日本研
究資料調整協議会

• 米国側参加機関
– ARL Global Resources Program / Japan Journal 

Access Project members
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米国米国OCLCOCLCとのとのILLILLリンク（２）リンク（２）
• 参加状況

– 日本側 ７９機関８７館
• 国立大学及び機関 ５２機関６０館

• 私立大学 ２５機関２５館

• 公立大学 ２機関 ２館

– 米国側 ３５機関３６館
（ＯＣＬＣ参加館のうちＩＦＭシステム利用機関）

日本側http://www.libra.titech.ac.jp/GIF/gif-japan-library.html
米国側http://www.libra.titech.ac.jp/GIF/gif-JJAP.html
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Web

UIP 

国立情報学研究所 

①所蔵検索 

米国側参加館 

③ILLﾘｸｴｽﾄ 

ISO ILL 
Protocol 

WorldCat 

日本側参加館 

米国参加館 
ﾚﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ･ﾎﾟﾘｼｰ 

②ﾚﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾟﾘｼｰの確認 

ILL Policies 
Directory 

ILL 依頼の仕組み（日本→米国） 

・WorldCat：2003 年度中に参
照可能予定 
・ILL Policies Directory：米
国側公開のレンディングポ
リシー（参加館であれば、参
照利用も可能） 
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ILL 依頼の仕組み（米国→日本） 

米国米国OCLCOCLCとのとのILLILLリンク（３）リンク（３）

z料金決済のしくみ
– OCLC-IFMシステム及びNACSIS-ILLシステ
ムのデータに基づく料金集計

– 日本側参加館と第三者機関（OCLC日本代理
店＝紀伊國屋書店）間での決済

– OCLC-IFMシステムによる紀伊國屋書店と米
国側参加館との決済
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米国米国OCLCOCLCとのとのILLILLリンク（４）リンク（４）

z料金決済のしくみ
– OCLC-IFMシステム (ILL Fee Management 

System)
• OCLC-ILLシステムにおける参加館同士の料金決
済システム

• IFM未加入参加館では、個別請求・個別支払
• GIF料金決済の前提

IFM
report

日本銀行
代理店

請求

請求 国立大学
図書館等

NACSIS
ILL

徴収猶予
申請

OCLC
代理店

紀伊國屋
書店

図書館

OCLC 
ILL

IFM

ILL 依頼

ILL 依頼

支払

支払

支払 支払

支払 支払

日本側米国側

OCLCOCLC加盟館との料金決済概念図加盟館との料金決済概念図
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米国米国OCLCOCLCとのとのILLILLリンク（５）リンク（５）

z参加要件と手続き
−参加するためのソフトウェア等
zISO ILLリンク対応のクライアント又はWebUIP

−参加手続き
zNIIへの参加申請⇒「グローバルILL利用申込書」

− OCLCプロファイル登録（シンボルの取得）
zILLサービス方針（レンディング・ポリシー）の検討
及び公開

z現物貸借サービスへの追加参加

米国米国OCLCOCLCとのとのILLILLリンク（６）リンク（６）
�利用統計
z平成１４年度（文献複写）
z依頼 ５３７件（確認３０１件、キャンセル２３６件）
z受付 １８４件（確認 ９８件、キャンセル ８６件）

z平成１５年度（４月～１１月）
z文献複写
z依頼 ５９１（確認３０１件、キャンセル２９０件）
z受付 ５３５（確認 ７９件、キャンセル４５６件）

z現物貸借
z依頼 ７４（確認 ４２件、キャンセル ３２件）
z受付 ３２（確認 １１件、キャンセル ２１件）
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本研修会参加大学の状況（15年
度）

391219611総計

161150

1218211～10

54111～20

2221～30

32131～40

1141～

総計01～
10

11～
20

21～
30

31～
4041～受付

依頼

本研修会参加大学の依頼状況

57%47Ｌ大学附属図書館

63%58Ｋ大学附属図書館

18%211Ｊ大学附属図書館

9%111Ｉ大学附属図書館

56%916Ｈ大学附属図書館

38%616Ｇ大学附属図書館

57%1323Ｆ大学附属図書館

44%1227Ｅ大学附属図書館

16%532Ｄ大学附属図書館

48%1633Ｃ大学附属図書館

62%2439Ｂ大学附属図書館

33%53162Ａ大学附属図書館

謝絶率謝絶依頼機関名

38%156409合計

100%11Ｗ大学附属図書館

100%11Ｖ大学附属図書館

0%01Ｕ大学附属図書館

0%01Ｔ大学附属図書館

0%01Ｓ大学附属図書館

0%02Ｒ大学附属図書館

0%02Ｑ大学附属図書館

0%03Ｐ大学附属図書館

0%03Ｏ大学附属図書館

0%03Ｎ大学附属図書館

67%46Ｍ大学附属図書館

謝絶率謝絶依頼機関名
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本研修会参加大学の受付状況

88%1517Ｅ大学附属図書館

89%1618Ｄ大学附属図書館

100%1919Ｃ大学附属図書館

93%2729Ｂ大学附属図書館

100%55Ｎ大学附属図書館

100%66Ｍ大学附属図書館

14%17Ｌ大学附属図書館

100%99Ｋ大学附属図書館

44%49Ｊ大学附属図書館

100%1010Ｉ大学附属図書館

100%1313Ｈ大学附属図書館

100%1515Ｇ大学附属図書館

88%1416Ｆ大学附属図書館

60%2135Ａ大学附属図書館

謝絶率謝絶受付機関名

100%44Ｏ大学附属図書館

75%34Ｐ大学附属図書館

0%02Ｒ大学附属図書館

75%177235合計

0%01＊大学附属図書館

0%01Ｚ大学附属図書館

0%01Ｙ大学附属図書館

0%01Ｘ大学附属図書館

50%12Ｗ大学附属図書館

100%22Ｖ大学附属図書館

100%22Ｕ大学附属図書館

50%12Ｔ大学附属図書館

50%12Ｓ大学附属図書館

100%33Ｑ大学附属図書館

謝絶率謝絶受付機関名

今後の展望今後の展望
¾オーストラリア・シドニー大学の参加
zOCLC-ILLリンク、IFMシステム利用

¾韓国教育学術情報院（KERIS）との接続
zNII・KERISとの協議開始
zKorea-Japan ILL/DD Project会議開催（NII、国
大図協、国公私大図協 １２月１６日東京）

zリンク方式、新料金決済システム

¾アジア及び欧州各国への拡大
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関連サイト等（１）関連サイト等（１）

¾¾GIFGIFホームページホームページ

http://www.libra.titech.ac.jp/GIF/http://www.libra.titech.ac.jp/GIF/

¾¾参加館担当者メーリングリスト参加館担当者メーリングリスト

illill--isoiso--oclc@nii.ac.jpoclc@nii.ac.jp

¾¾プロジェクト関連照会先メールアドレスプロジェクト関連照会先メールアドレス

illglobal@lib.uillglobal@lib.u--tokyo.ac.jptokyo.ac.jp

¾¾NIINII・グローバル・グローバルILLILL（（ILLILLシステム間リンクシステム間リンク

のページ）のページ）
http://http://www.nii.ac.jp/CATILL/contents/nill_info_globalil.htmlwww.nii.ac.jp/CATILL/contents/nill_info_globalil.html

関連サイト等（２）関連サイト等（２）

¾¾NIINII・グローバル・グローバルILLILL申込みについて申込みについて
http://www.nii.ac.jp/CATILL/contents/http://www.nii.ac.jp/CATILL/contents/nill_info_globalil.htnill_info_globalil.ht
ml#applicationml#application

¾¾NIINII・グローバル・グローバルILLILL参加館一覧（含：レン参加館一覧（含：レン

ディング・ポリシー）ディング・ポリシー）
  http://www.nii.ac.jp/CAThttp://www.nii.ac.jp/CAT--ILL/INFO/ILL/ISO/OCLCILL/INFO/ILL/ISO/OCLC--

membermember--policy.htmlpolicy.html

以上以上


